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序  論 

 

第１章 計画策定の趣旨及び性格 

 

 

  策定の趣旨 

 

 

 

 我が国の社会経済情勢は、超高齢少子社会の到来、長引く景気の低迷等の影

響による国の財政の悪化、高度情報化の進展、地球環境問題の顕在化、そして

地方分権の進展など大きく変動し、新たな変革の時代を迎えています。 

 

 こうした中、平成１５年（２００３年）４月２１日、徳山市、新南陽市、熊

毛町、鹿野町の２市２町の合併が実現し、人口規模においては山口県第３位、

市域の広さでは県第１位の面積を有する新市「周南市」が全国的な市町村合併

の流れの中で、県内のトップを切って誕生しました。 

 しかし、合併はまちづくりを進めていく上での一つの手段であって、合併そ

のものが目的ではありません。 

 合併により充実された行財政基盤やスケールメリットを最大限に生かして、

どのようなまちづくりを進めていくかが重要です。 

 

 新しく誕生した「周南市」の市民一人ひとりが、「住んでよかった」「住み続

けたい」と真に実感できる都市（まち）を創造していくためには、ますます高

度化・多様化する市民ニーズに対応しながら、時代に即応した新たなしくみを

構築し、中長期的な視野にたった計画的かつ安定的な行政運営を推進するとと

もに、市民本位の施策、事業の展開を図る必要があります。 

 

 このため、市民とともに今後のまちづくりの指針となる最初の総合計画を策

定し、周南市が理想とする都市（まち）の実現を目指すものです。 

 

※スケールメリット…規模を大きくすることで得られる利益。 
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  性 格 

 

 

 

この計画は周南市の今後のまちづくりの指針となるもので、本市が目指す将

来像やこの将来像を実現するためのまちづくりの目標、施策の大綱などを掲げ

ており、本市におけるまちづくりの最上位計画です。 

 そして、今後さまざまな分野、施策において計画等を作成する場合の基本と

なるものです。 

 

 また、平成１４年（２００２年）に徳山市・新南陽市・熊毛町・鹿野町合併

協議会が策定した新市建設計画を包括するものです。 
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第２章 計画の名称、目標年度及び構成 

 

 

 

  計画の名称 

 

  

 

『ひと・輝きプラン 周南』 
 

 

 周南市では都市（まち）が元気で活力に満ちているためには、市民一人ひと

りが輝いていることが何よりも大切であると考え、市民が主役となる市民本位

のまちづくりを展開することとし、この計画を「ひと・輝きプラン 周南」と

命名します。 

 

 

 

 

 

  目標年度     

 

 

 この計画の目標年度は平成２６年度（２０１４年度）とします。 
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  構 成 

 

 

 この計画は「基本構想」「基本計画」及び「実施計画」により構成します。 

 

 

１ 基本構想 

 

 市民と行政がともに進めていくまちづくりの基本理念、方向性を示すもので

す。周南市が理想とする将来の都市像、まちづくりの目標、施策の大綱等を掲

げています。 

〈計画期間〉１０年［平成１７年度(２００５年度)から、平成２６年度（２０

１４年度）までとします。] 

 

２ 基本計画 

 

 基本構想で定めたまちづくりの目標等を実現するため、施策展開の指針とな

るものです。 

 分野ごとに方向性や主要施策等を示します。 

 

〈計画期間〉 ５年［基本計画については、社会経済情勢の変化等に的確に対

応するため、平成２６年度（２０１４年度）までの計画

期間を前期と後期に分けて策定します。 

前期の計画期間は平成１７年度（２００５年度）から平

成２１年度（２００９年度）までとします。］ 

 

３ 実施計画 

 

 基本計画に従って、具体的な事業や施策の展開を図るため、各年度の実施事

業を掲げるものです。 

 

〈計画期間〉 ３年［基本計画の計画期間において、毎年度見直しを行い、効

率的で効果的な事業の推進を図ります。］ 
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基本構想 

 

第１章 計画策定の背景 

 

１ 時代の潮流 

 

超高齢少子社会の到来、国際化と高度情報化の進展、経済の成熟化など、我

が国を取り巻く時代の潮流は大きく変動しています。周南市のまちづくりは、

こうした時代の潮流を踏まえながら進めていくことが重要です。 

 

（１）超高齢少子社会の到来 

 

 我が国の総人口は平成１２年(２０００年)の国勢調査によると、約１億２,６

９３万人で、６５歳以上の人口の占める割合は１７．３％であり、平成７年（１

９９５年）と比較すると、２．８％高齢化が進みました。このまま推移すれば

平成２７年（２０１５年）には２６．０％、平成６２年（２０５０年）には３

５．７％と上昇し、３人に１人が６５歳以上という超高齢社会になります。 

一方、子どもの出生数は昭和４８年（１９７３年）を最高に減りつづけ、平

成１５年（２００３年）の出生率は１．２９に低下し、少子化が高齢化にさら

に拍車をかける結果となっています。 

こうした超高齢少子社会の到来により、社会全体の活力の低下や、年金、福

祉、医療などの社会保障制度の維持が困難となることが懸念されています。 

 

※出生率…一人の女性の一生の間に産む平均子ども数に相当するもの。（合計特殊出生率） 

 

（２）高度情報化の進展 

 

インターネットに代表される情報通信技術（ＩＴ）の進歩によって、経済活

動や国民生活などのあらゆる分野で飛躍的に情報化が進み、大きな変革をもた

らしています。 

経済面では、新たな価値を創造する産業を創出し、我が国経済の活性化に寄

与することが期待されています。 
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ＩＴを活用して小規模オフィスや自宅等で仕事を行うこと（ＳＯＨＯ）も一

般的となりつつあり、こうした形態による若者や女性の起業が活発化していま

す。 

また、生活面においては、インターネットや携帯電話等の普及によって、だ

れもが必要な情報を、必要なときに容易に入手できるようになり、ライフスタ

イルに大きな影響を与えています。 

このＩＴによる活発な情報交流によって、日常生活をより豊かで便利なもの

とし、さらには障害者・高齢者等の社会参加を促進するなど、安心して生活で

きる社会の実現が可能となりつつあります。 

一方で、ＩＴを利用する技術や機会を持つ人と持たない人との情報格差への

対応が求められています。 

 

※インターネット…世界中のコンピューターネットワークを結びつける世界規模のネットワーク。情報の受発信や検索

などに利用されている。 

※ライフスタイル…生活様式。個人や集団の生き方。 

 

（３）国際化の進展 

 

 国の枠を越えて、さまざまな分野で、人、物、情報の交流が活発化していま

す。 

海外から我が国を訪れる外国人の数は、平成１５年（２００３年）で年間５

２１万人にも及びます。 

特に、アジア諸国からの観光客や留学生、就業者の数が増え、地方において

も多くの外国人との交流が図られています。 

一方、観光をはじめ、仕事や留学、開発途上国への技術協力、ＮＧＯ等のボ

ランティア活動などで、年間１,３３０万人の日本人が出国しており、      

人々の活動もますますボーダーレス化しています。 

こうした中、世界は地球温暖化などの環境問題をはじめ、地域紛争や後天性

免疫不全症候群（エイズ）、重症急性呼吸器症候群（サーズ）など、地球規模で

取り組まなければならない問題を多く抱えています。 

経済大国である日本は、国際社会の一員としての責務を果たすことが求めら

れており、今後は国際貢献や国際協力への取り組みが一層重要となっています。 

 

※ＮＧＯ…非政府組織。民間の公益団体や国際組織のこと。 

※ボーダーレス化…国境がなくなりつつあること。 
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（４）経済の成熟化 

 

世界経済はますますボーダーレス化、グローバル化する傾向にあり、大競争

時代を迎えています。国内製造業のアジア諸国への生産拠点の移動が増加して、

国内の産業集積地では、事業所の縮小や撤退、関連下請事業者の倒産による失

業者の増加などの諸問題が発生しています。 

また、知識や情報、サービス等に対する需要が高まり、経済のソフト化、サ

ービス化が進展するなど産業成熟化の時代を迎えています。 

このような経済情勢に対応するために、既存産業の高付加価値化や環境関連

産業をはじめとする新産業の創造、ベンチャー企業、起業家の育成などが求め

られています。 

また、経済の再生等を目的として、構造改革特区の設置などの新たな取り組

みも始まっています。 

 

※経済のボーダーレス化、グローバル化…国境を越えた、世界的な規模での経済社会。 

※経済のソフト化、サービス化…経済活動の発展にともない、知識、技術、情報、創造力など、もの以外のソフト部門 

               の比重が相対的に高まり、経済活動の中でサービスの占める役割や比重が増大してい

くこと。 

※ベンチャー企業…新技術や新製品、独自のアイデアをもとに、新しく事業を興す新興企業のこと。 

※構造改革特区…地方公共団体や民間事業者等の自発的な立案により、地域の特性に応じた規制の特例を導入する特定 

の地域。 

 

（５）ライフスタイルの多様化 

  

豊かな成熟社会を迎えて、日本人の価値観はこれまでの「物の豊かさ」や利

便性を求める生活から、「心の豊かさ」やゆとりある暮らし、自然との共生を求

める生活へと大きく変化しています。 

これにともなって、仕事中心の暮らしから家族との時間を大切にする暮らし

に、また、自然の中に身を置き、自然そのものを楽しむ傾向や自己実現を図る

ため社会参加・社会貢献等を目的に、ボランティア活動やＮＰＯ活動に参加す

るなど、個性的なライフスタイルを目指す市民も増えています。 

 このため、一人ひとりの個性や才能が発揮できる選択肢の多い社会が望まれ

ています。 

 

※ＮＰＯ…非営利組織。市民、民間の支援のもとで社会的公益活動を行う組織、団体。 
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（６）環境への意識の高まり 

地球の温暖化やオゾン層の破壊、酸性雨、海洋汚染、熱帯雨林の伐採、砂漠

化など、環境問題は地球規模で取り組まなければならない課題となっています。 

こうした中、自分たちが住む地域の環境は自分たちで守るという人々の環境

に対する意識が高まっており、最近では身近な環境問題について取り組みを行

うグループや団体の活動も活発となっています。 

また、家庭ではごみの分別収集が図られるとともに、事業者においては資源

のリサイクルや環境関連分野への事業展開といった新たな取り組みが活発化し

ているほか、事業者や行政による環境ＩＳＯ取得の動きも多く見受けられるよ

うになっています。 

このように、市民、事業者、行政がさまざまな形で循環型社会の構築に向け

た取り組みを展開しています。 

 

※循環型社会…社会全体の中で、資源循環のための多種多様な知恵、技術、方法が多重多層に連携しあったネットワー

クが構築され、健全でとぎれのない、物質循環が行われる社会のこと。 

※環境ＩＳＯ…企業や自治体が、自らの活動から生じる環境への影響を自主的・継続的に改善していく経営のしくみ。

取得すると、世界的に通用する仕組みで環境改善に取り組んでいる組織として認められる。 

 

（７）地方分権時代の到来 

 

 平成１２年（２０００年）に、これまでの国と地方の関係を見直すことを目

的とした地方分権一括法が施行され、地方分権の時代が本格的にスタートしま

した。 

 「国庫補助負担金の改革」「税源移譲を含む税源配分の見直し」「地方交付税

の見直し」を内容とする「三位一体の改革」が進められており、今後はそれぞ

れの自治体が豊かな地域社会の創造を目指して、住民本位の施策を住民ととも

に、地域の実情に応じて展開していくことが一層求められています。 

 このためには、地方分権の時代にふさわしい新たなシステムの確立が必要と

なっており、行財政基盤の充実等を図るために、市町村合併へ向けた取り組み

が全国的に展開されています。 
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２ 市民意識 

 

市民のまちづくりに対する意識や考えなどを広く把握するため、平成１５年

（２００３年）に実施したまちづくり市民アンケートの結果とまちづくりにつ

いての市民提言の主な内容は、次のとおりです。 

なお、市民アンケートは無作為に抽出した 18 歳以上の 6,500 名を対象として

行い、アンケートの回収率は 40.2％で、2,615 件の回答がありました。 

また、市民提言につきましては、343 件の意見が寄せられました。 

 

（１）住みやすさ 

 

住みやすさについては、市全体で「住み良い」（29.9％）、「どちらかといえば

住み良い」（54.1％）となっています。 

地域別で見ると、徳山地域が「住み良い」（30.8％）、「どちらかといえば住み

良い」（54.0％）、新南陽地域が「住み良い」（33.6％）、「どちらかといえば住み

良い」（52.9％）、熊毛地域が「住み良い」（17.5％）、「どちらかといえば住み良

い」（58.7％）、鹿野地域が「住み良い」（30.3％）、「どちらかといえば住み良い」

（51.3％）となっています。 

 

 

 

 

周南市のすみやすさ

29.9%

30.8%

33.6%

17.5%

30.3%

54.1%

54.0%

52.9%

58.7%

51.3%

6.9%

6.5%

5.7%

11.5%

2.8%

2.6%

2.8%

0.0%

4.0%

8.0%

9.2%

1.5%

1.3%7.9%

3.5%

5.6%

5.5%

0.7%

0.6%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

徳山

新南陽

熊毛

鹿野

住み良い どちらかといえば住み良い どちらかといえば住みにくい 住みにくい わからない 無回答

（構成比）

周南市の住みやすさ 
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（２）周南市の特性・特徴、魅力 

 

本市の特性・特徴、魅力としては、市全体で「自然災害の少なさ」（57.0％）

「海や山などの自然の豊かさ」（40.0％）となっています。 

地域別に見ると、徳山地域が「自然災害の少なさ」（58.3％）、「交通基盤の充

実」（39.9％）、新南陽地域が「自然災害の少なさ」（56.0％）、「海や山などの自

然の豊かさ」（43.2％）、熊毛地域が「自然災害の少なさ」（55.6％）、「海や山な

どの自然の豊かさ」（55.2％）、鹿野地域が「海や山などの自然の豊かさ」（63.2％）、

「自然災害の少なさ」（48.7％）となっています。 

 

 
周南市の特性・特徴、魅力（上位５項目、複数回答） 

 

  

 

 

57.0%

40.0%

35.2%

27.5%

24.4%

58.3%

35.7%

39.9%

26.5%

23.7%

56.0%

43.2%

27.6%

37.8%

23.5%

55.6%

55.2%

25.5%

21.0%

28.3%

48.7%

63.2%

28.9%

9.2%

32.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自然災害の少なさ

海や山などの自然の豊かさ

交通基盤の充実

工業の集積

住環境の良さ

（回答率）

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 
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（３）今後のまちづくりのイメージ 

 

本市の今後のまちづくりのイメージの選択肢は「安心・安全」、「活気・にぎ

わい」、「活力・元気」、「ゆとり・豊かさ」、「思いやり・やさしさ」、「改革・変

革」、「快適・うるおい」、「交流・ふれあい」、「美しさ・景観」、「落ち着き・静

けさ」、「参画・協働」でした。 

このうち、今後のまちづくりのイメージとして市全体として多いのは、「安

心・安全」（49.6％）、「活気・にぎわい」（46.8％）、「活力・元気」（37.6％）と

なっています。 

地域別に見ると、徳山地域が「活気・にぎわい」（53.7％）、「安心・安全」（48.3％）、

「活力・元気」（38.4％）、新南陽地域が「安心・安全」（52.0％）、「活気・にぎ

わい」（39.2％）、「活力・元気」（35.2％）、熊毛地域が「安心・安全」（55.2％）、

「活力・元気」（38.5％）、「思いやり・やさしさ」（36.7％）、鹿野地域が「安心・

安全」（44.7％）、「思いやり・やさしさ」（38.2％）、「活力・元気」及び「ゆと

り・豊かさ」（ともに 36.8％）となっています。 

 

今後のまちづくりのイメージ（上位５項目、複数回答） 

49.6%

46.8%

37.6%

30.3%

29.6%

48.3%

38.4%

28.8%

26.5%

52.0%

39.2%

35.2%

32.7%

34.3%

55.2%

25.9%

38.5%

34.3%

36.7%

44.7%

35.5%

36.8%

36.8%

38.2%

53.7%

0% 20% 40% 60%

安心・安全

活気・にぎわい

活力・元気

ゆとり・豊かさ

思いやり・やさしさ

（回答率）

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 
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市民提言より要約抜粋 

・周南市の都市像やこれからのまちづくりの目標 

○ 自然環境と都市環境が少子高齢化社会に調和したまち 
福
祉 ○ 高齢者に優しい交通手段の構築、高齢化社会に対応できる都市 

 

 

○ 子供の教育が第一 
教
育 ○ 周南地域で教育（学校生活）を受けさせたいと思われるような環境（人・物・心）

を望みます。 

○ 若者が働ける場の創造 
若
者

○ 若者が希望を持って生きられる街 
○ 子供から大人までが夢を持てる、他の人に自慢の持てるそんな都市 
 

自
然

○ 緑と心の豊かな落ち着いた街 これ以上自然を破壊しない 
○ 花いっぱいのまちづくり 市民一人一鉢栽培 
 

○ 安心・安全に住める街 
○ 安心して暮らせる豊かなまちづくり 

 

 

安
心
・
安
全

○ コンビナートの活性化 

産
業

○ 工場の先端技術が地元教育に融合した街 
○ 駅前、商店街の活性化 
○ 早く元気な明るい街になってほしい 
○ 特異的な分野に集中した「オンリーワン市を目指すのが一番」 
 

○ 公平感が持てるまちづくり 
○ 市民満足度が高い都市づくりを目指したい 
○ みんなのためにみんなの参加のまちづくり 
○ 県勢発展をリードする元気発信都市の創造 

 

市
民
参
加

・今後のまちづくりにおけるキーワード 

 ○ ○ 車社会に対応できるまちづく
り 

○ 産業都市の再生 
○ 自主自立の発展 
○ いきいきわくわく周南市 
○ 元気な周南市 
○ 質実剛健 
○ 投資を惜しむな！ 
○ 官から民へ 
○ 周南市は私のふるさとです 
○ 箱物行政に終わりを告げる 
○ おちつき

 ハートフル周南 
○ こどもを大切にする街 
○ 子どもに明るい未来を 
○ 若者の集う街 
○ 人づくり、街づくり 
○ 弱者にやさしいまちづくり 
○ 笑顔で挨拶のびるまち 
○ 明るく美しいまちづくり 
○ 青い山海輝く周南 
○ 世界の模範となる省エネ都市 
○ 安心・安全な周南市 
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（４）今後のまちづくりにおいて重点的に取り組むべき事業、施策 

 

今後のまちづくりにおいて重点的に取り組むべき事業、施策については、53

項目を選択肢としました。そのうち、市全体で多いのは「都心の拠点性の向上

（港を含めた徳山駅周辺の中心市街地の活性化）」（63.7％）、「若者の定住対策」

（46.3％）、「企業誘致（雇用の場の創出・就業の場の確保）」（39.3％）となっ

ています。 

地域別に見ると、徳山地域が「都心の拠点性の向上」（73.5％）、「若者の定住

対策」（45.7％）、「企業誘致」（40.6％）、新南陽地域が「都心の拠点性の向上」

（52.9％）、「若者の定住対策」（48.2％）、「企業誘致」（38.1％）となっていま

す。また、熊毛地域が「若者の定住対策」（46.5％）、「バスなどの公共交通機関

の充実」（46.2％）のほか「上下水道の整備」（39.9％）への要望が多くなって

おり、鹿野地域が「若者の定住対策」（52.6％）「地域特性を生かした拠点施設

整備（地域コアプラザの建設）」（46.1％）「企業誘致」（42.1％）となっていま

す。 

 

今後のまちづくりにおいて重点的に取り組むべき事業、施策（上位５項目、複数回答）

63.7%

46.3%

39.3%

30.4%

24.6%

45.7%

40.6%

28.3%

20.2%

52.9%

48.2%

38.1%

27.6%

30.3%

36.7%

46.5%

35.0%

46.2%

35.7%

35.5%

52.6%

42.1%

36.8%

46.1%

73.5%

0% 20% 40% 60% 80%

都心の拠点性の向上

若者の定住対策

企業誘致

バスなどの公共交通機関の充実

地域特性を生かした拠点施設整備

（回答率）

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 

全体 
徳山 
新南陽 
熊毛 
鹿野 
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市民提言より要約抜粋 

・あなたが考える周南市の都市像やまちづくりに向けて、今後重点的に取り組

む必要があると考えられる問題・課題 
 

○ 高齢の一人暮らしなので交通面を考えて欲しい。 
○ 公共施設のバリアフリーや駐車場の整備を重点的に、高齢者に優しいまちづくり 
○ 老人や子供が安心して歩けるまちなみ 
○ 人口減少、高齢化社会及び環境保全に即したコンパクトシティーの実現 

 

福
祉 

○ 教育問題、児童生徒が安全に学べる環境。レベルの高い教職員の配置、長いスパン
で人材育成ができる環境等 

○ 地域で子育てをサポートしてほしい（託児所、学童保育を６年生まで） 
○ 保育施設を完備し、こどもを育てやすい環境を作る 
○ 子ども達に、ひとつひとつの小さな物や生き物を大事にするということを少しずつ
教えていき、大人も自覚していかなければいけない 

○ 小中学校での英会話教育の推進 
 

教
育

子
育
て
・
若
者

○ 安心して結婚し産み育てる環境づくり 
○ 老人、母子、父子などの生活環境の改善、待遇の改善 
○ 小さい子どもの遊び場があるといい 
○ 活性化、若者を中心・重点においたまちづくり 
 

 
自
然
・
環
境

○ 山間部については、失いかけた原風景を確立し癒し空間にする 
○ 循環型まちづくりを実現するため、周南コンビナートの企業が力を合わせること 
○ 自然エネルギー産業やクリーンエネルギー産業に力を入れる 
 

○ コンビナートの 21 世紀型産業への脱皮 

産
業

○ 旧徳山市商店街を魅力のあるものにする 
○ 企業誘致 オフィス街の構築 
○ 周辺の特色を生かす地場産物、地場おこし 
○ 徳山駅周辺の商業施設の改善 
○ もっと観光面に力を入れて全国からのお客様に来てもらえるようにした方がよい 
温泉地も利用して 

 
行
政
運
営

○ 市政への市民参加、情報公開、行政の意識改革 
○ 職員全員が公僕としての自覚を持つ 
○ 若者の意見が重視されていない。中学生あたりから意見を取り入れるべき 
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（５）まとめ 

 

市民の意識は住みやすさにおいては、概ね満足していると考えられます。 

本市の特徴としては、全体では自然災害の少なさや海、山などの自然の豊かさ

をあげる意見が多く、徳山地域においては交通基盤の充実、新南陽地域では工

業の集積もあげられています。 

今後のまちづくりのイメージとしては、安心・安全が最も多く、次いで活気・

にぎわいとなっており、犯罪のない、そして災害に強いまちづくりや中心市街

地の活性化を意識したものであると思われます。 

今後のまちづくりにおいて重点的に取り組むべき事業、施策としては、都心の

拠点性の向上（港を含めた徳山駅周辺の中心市街地の活性化）、若者の定住対策、

企業誘致（雇用の場の創出・就業の場の確保）となっており、ここでも中心市

街地の活性化が大きな課題となっております。 

また、若者の定住対策が大きな課題として認識されており、そのためには、働

く場所の確保が重要であると思われます。 

地域別に見ると、熊毛地域ではバスなどの公共交通機関の充実、上下水道の

整備、鹿野地域では地域特性を生かした拠点施設整備が上位にランクされてい

ます。 

また、市民提言においては、高齢者福祉をはじめとする福祉施策の一層の充実

や、子どもを取り巻く時代背景などを反映して、子どもの健全育成、子育てな

どに関する意見も多く寄せられました。 
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３ 周南市の課題 

 

 時代の潮流や本市を取り巻く社会経済の諸情勢、市民アンケートの結果、ま

ちづくりについての市民提言及び徳山市・新南陽市・熊毛町・鹿野町合併協議

会で策定された新市建設計画等を踏まえ、主な課題を次のように整理します。 

 

（１）拠点性の向上（都市のグレードアップ） 

 

 ＪＲ徳山駅を中心とする中心市街地は山陽新幹線をはじめとする鉄道やバス

の広域交通の要衝であることなどから、市の玄関口、顔として期待されていま

す。 

 こうしたことから、合併先進市である本市の都市のグレードアップを図り、

全国に向けて情報を発信していくために、中心市街地の活性化による拠点性の

向上が重要課題となっています。 

 

※都市のグレードアップ…都市基盤・機能を高めること。（中心市街地の活性化、徳山下松港の港湾整備など。） 

 

（２）超高齢少子社会への対応 

 

 本市の高齢化は急速に進展しており、山口県の平均（２３．５％）は下回る

ものの、高齢化率は２１．１％（平成１４年１０月１日現在）で、全国平均の

１８．５％を上回っています。 

 また、山間部や島しょ部においては、県の平均を大きく上回るところもあり、

超高齢社会に対応していくことが重要課題となっています。 

 一方、出生率は年々低下する傾向にあり、徳山地域１．４８、新南陽地域１．

６５、熊毛地域１．３７、鹿野地域１．４１（平成１４年）と低い値を示して

います。 

 子どもの減少は地域の活力の低下につながるばかりでなく、超高齢社会の到

来を考えた場合、社会全体の保障システムへの影響が懸念されます。 

 このため、高齢者対策とともに、少子化問題に取り組んでいくことが必要で

す。 
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（３）安全で災害に強いまちづくりの推進 

 

 市民アンケートにおいて、今後のまちづくりのイメージとして、「安心・安全」

が最も高い値を示しています。 

 全国的に犯罪が多発、多様化しており、犯罪防止に対する一人ひとりの意識

を高めていく必要があります。特に、青少年の犯罪が急増しており、地域や関

係団体と連携するなど地域ぐるみの取り組みが求められています。 

 地震や台風などの自然災害は比較的少ない状況にありましたが、活断層帯の

存在や、市街地を中心に建築物が高層化していることなどから、災害を想定し

た定期的な防災訓練などによる常日頃からの防災意識の啓発が必要です。 

 また、消防、救急等の施設・資機材の充実及び避難地等の整備、さらに広域

的防災体制の確立が必要です。 

 「自分たちの命は自分たちで守る」という基本認識のもと、各地域において

の自主的な防災組織の整備が求められています。 

 

（４）若者定住対策の推進（定住者の増加方策の推進） 

 

 本市は、依然人口が減少しており、特に若者の流出による市の活力の低下が

懸念されています。 

特に、若者が活躍することができる就業の場の確保が大きな課題であり、市

民提言等においても、意見が寄せられています。 

このため、産業振興や企業誘致等に努め、雇用の創出を図ることが重要です。 

また、若者だけでなく、定住者の増大を図るために、快適な居住空間の創出

や子どもや高齢者、障害者等に優しいまちづくりなど、「住んでよかった」「住

み続けたい」と思える魅力的なまちづくりが求められます。 

 

（５）高度情報化への対応 

 

 パソコン等の情報通信機器が急速に普及し、市民生活に欠かせないものとな

っており、今後も情報化が進展することが予想されます。 

このため、市民生活の利便性をさらに高めるための情報通信基盤の整備や環

境づくりが求められています。 

 また、行政分野においても、より質の高いサービスの提供や市民参画の一層

の推進を図るため、各種申請手続きの電子化や行政内部における情報化、ある

いはインターネット等を利用しての行政情報の発信や市民からの意見の受信な

ど、高度情報化に対応した電子自治体の構築が課題となっています。 
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 一方、個人情報の保護問題、また、情報通信機器等を利用している市民と利

用していない市民の間に情報格差を生まない対策も求められています。 

 さらに、インターネット等を通じて本市を全国に発信していくことが必要で

す。 

 

（６）産業の振興（既存産業の振興と新規産業の育成） 

 

 これまで本市の産業は、石油化学コンビナートを中心とする基礎素材型産業

により大きく発展してきましたが、さらに飛躍していくためには、この既存産

業の振興が不可欠です。 

 また、山口県随一の規模を誇ってきたＪＲ徳山駅周辺の商店街においては、

モータリゼーションの進展にともなう郊外型大型店舗の進出等の影響により、

空き店舗が増加しており、商業の再生、振興が緊急の課題となっています。 

 このため、地域の特性を生かした新たな産業の創出や都市型産業の育成、ベ

ンチャー企業に対する支援等に取り組んできましたが、活力ある産業構造を図

る上からも、さらに施策の充実を図っていくことが求められています。 

 

（７）循環型社会の構築と自然環境の保全 

 

 本市は豊かな自然に恵まれており、この環境を次の世代に受け継いでいかな

ければなりません。 

 このためには、自然環境の保全と、地球環境にやさしいまちづくりの一層の

推進を図っていくことが必要です。 

 大量生産や大量消費、大量廃棄の社会経済活動を見直し、市民、事業者、行

政などの全ての主体が、環境問題を自らのこととしてとらえ、地球環境に負荷

の少ない循環型社会の構築に向けて、取り組んでいくことが求められています。 
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第２章 基本理念、将来の都市像 

 

 

  基本理念 

 

 

 

 周南市は、次の３つを基本理念として、まちづくりを進めます。 

 

 

 【市民の視点にたったまちづくりの推進】 

 

 市民の一人ひとりが「住んでよかった」「住み続けたい」と思える、愛着と誇

りの感じられる周南市の創造を図っていくために、市民の視点にたったまちづ

くりを進めていきます。 

 

 

 【市民と行政の協働による人間尊重のまちづくりの推進】 

 

 都市（まち）が元気であるためには、何よりもそこに住む市民一人ひとりが

輝き、主役となれる人間尊重のまちづくりを進めていくことが必要です。 

 このため、まちづくりへの市民参画を一層推進し、市民とのパートナーシッ

プに基づいて、市民本位の施策、事業の展開を図っていくとともに、こうした

取り組みを通じて、市民が責任を持ち、市民が主役であると実感できるまちづ

くりを進めていきます。 

 

 

 【一体感のあるまちづくりの推進と各地域の新たな発展を促すまちづくりの推進】 

 

 愛着と誇りの持てる周南市の創造のため、合併した旧２市２町の住民の一人

ひとりが周南市民であると自然に思える、より一体感が感じられるまちづくり

を行っていきます。 
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 一方、内外に誇れる活力ある周南市の建設を図っていくためには、これまで

各地域において培われてきた伝統や文化、あるいは、育まれてきた産業、豊か

な自然など、それぞれの特性等を継承、活用しながら、相互連携により新たな

発展を促していくことも大切です。 

 このためには、団体自治とともに、住民自治をさらに推進していく必要があ

ります。 

 

※団体自治…地域のことは国（中央政府）ではなく、その地域を所管している自治体（地方政府）で決めるということ。 

※住民自治…自治体が物事を決めるとき、主権者としての住民が参画して決めるということ。 

 

 

 

  将来の都市像 

 

  

都市（まち）が活気に満ち、元気で魅力にあふれているためには、何よりも

そこに住むすべての市民一人ひとりが元気で、輝いていることが大切です。 

 本市はそうした子どもから高齢者まで、一人ひとりがさまざまなライフステ

ージで輝きを放ち、内外に向けて、″元気″を発信できる都市の創造を実現し

ます。 

 子どもたちの笑う声が響き、若者が生き生きと学び、遊び、働き、そして、

高齢者が安心して暮らすことのできる「市民（私たち）」本位の社会の実現を図

ります。 

 そして、“心豊かに”、“快適に”、“安心して”、“生き生きと活躍できる”「周

南市」を“ともに築いていく”、市民主役のまちづくりを進めていきます。 

 

こうしたことから、本市の将来の都市像を、 

 

 

私たちが輝く元気発信都市  周南 
 

 

とし、その実現を目指します。 
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第３章 目標人口 

 

 本市の人口は平成１５年（２００３年）４月２１日現在、１５８，１７９人

です。 

 平成７年（１９９５年）と平成１２年（２０００年）の国勢調査の結果を比

較してみると、熊毛地域で若干の伸びはあるものの、徳山、新南陽、鹿野の３

地域においては減少傾向にあります。 

 こうした傾向に基づいて、計画の目標年度であります平成２６年度（２０１

４年度）の人口を推計すると、１４３，９７５人となります。 

 

 人口推計と目標人口 

※推計人口は、国立社会保障・人口問題研究所による日本の市区町村別将来推計人口（平成１５

年１２月推計）を基に推計。平成７年、平成１２年は国勢調査による。 

 本計画では、合併によってもたらされるさまざまな効果や、この計画に掲げ

目標人口      １７０，０００人（平成２６年度：２０１４年度） 

32,338
32,153

153,485 148,752 143,975

108,671 104,672

16,038
15,646

4,907
4,520

0

50,000

100,000

150,000

200,000

平成７年

（1995年）

平成12年

（2000年)

平成17年

（2005年)

平成22年

（2010年)

平成26年

（2014年)

（人）

170,000人
161,562 157,383

鹿野町

熊毛町

新南陽市

徳山市

 

る子育て支援の充実や産業振興による雇用の創出などの施策、事業を着実に展

開していくことで、平成２６年度（２０１４年度）における目標人口を１７０，

０００人とします。 
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第４章 土地利用方針 

 

１ 基本方針 

 

 土地利用については、周南市の区域を都心地区、都市地区、郊外地区、産業

地区、中山間部及び島しょ部地区に大別し、それぞれの地区の特性を生かした

有効利用を図り、総合的、計画的なまちづくりを進めるとともに、旧２市２町

の行政・商業業務等の中心である地区を地域核として位置づけ、整備とネット

ワーク化を図っていきます。 

 

２ 各地区における具体的な土地利用 

 

  （１）都心地区 

 

    都心地区は、広域交流の拠点としての海陸交通の基盤整備、高次都市

機能や中枢管理機能等の集積を図り、魅力ある商業や都市型産業が展開

する周南市のシンボルとなる都市の顔づくりを推進します。 

 

  （２）都市地区 

 

    都市地区は、地域に密着した商業はもとより、保健・福祉・医療、教

育機能や総合的な行政サービス機能の強化を図り、商業業務と生活関連

業務の充実した都市的サービスの享受できる地区として整備を推進しま

す。 

 

  （３）郊外地区 

 

    郊外地区は、地域コミュニティ機能、近隣商業機能、地域医療福祉機

能の強化を図り、より快適な暮らしを実現できる地区としての整備を推

進します。 
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  （４）産業地区 

 

    産業地区は、道路や港湾などの生産基盤の整備を推進するとともに、

、産業活動の活性化を図り

するとともに、都市部等との交流を図ります。 

   島しょ部地区は、漁港などの生産基盤や住環境の整備を推進するとと

既存産業の高度化や新分野への進出を支援し

ます。 

 

  （５）中山間部及び島しょ部地区 

 

    中山間部地区は、水資源のかん養などの公益的機能をもつ森林の整備

促進など、水源地域としての自然の保護保全の推進や農林業の生産基盤

整備と住環境整備を推進

 

もに、観光施設等の整備を進め都市部等との交流を図ります。 
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第５章 まちづくりの目標と施策の大綱 

 将来

標を掲げてまちづくりを進めていきます。 

目標１ 心豊かに暮らせるまちづくり 

 

の都市像「私たちが輝く元気発信都市 周南」の創造に向け、５つの目

 

 

 

 私た

 この づくり

推進するとともに、私たち一人ひとりが自分のライフスタイルにあわせて、

学び、楽しみ、そして豊かな文化や芸術にふれることのできる潤いのあるまち

づくりを進めます。 

 

（１）青少年の健全育成 

 

 いじめや不登校、家庭内暴力、また最近では児童虐待や少年犯罪の増加・低

年齢化など、青少年を取り巻く環境は著しく変化しており、大きな社会問題と

なっています。 

 青少年は社会の大切な宝物であり、これからの本市を担っていく貴重な人材

でもあります。 

 このため、家庭、学校、地域、行政が連携して市全体で青少年の健全育成に

向けて取り組んでいくことが必要であり、その指針となる青少年健全育成プラ

ンを策定し、推進を図ります。特に、地域での取り組みが大切であることから、

その活動を支援していきます。 

 さらに、青少年が社会活動や地域活動等を通じてさまざまな体験や事柄を学

習することができる環境の整備に努めます。 

 

（２）学校教育の充実 
 

 学校教育は人間形成に重要な役割を担っており、生命を尊重する心、社会性、

倫理観や正義感、美しいものや自然に感動する心等の豊かな人間性の育成を目

指し、「心の教育」や「生きる力の教育」が推進されています。 

ちが元気で輝いているためには、ものの豊かさとともに、心が豊かであ

ることが大切です。 

ため、将来を担う子どもたちが、元気で健やかに成長できる環境

を
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 今後も、児童、生徒一人ひとりの個性や能力に応じてよりき

努めるとともに、基礎学力の充実を図り、高度情報化や国際化

め細かな指導に

など、これから

時代に対応できる人材の育成に努めます。 

で郷土を愛するたくましい「周南

子」を育てていきます。 

さらに、多様性と柔軟性に富む学校とするために、学校運営の改善に努めま

３）生涯学習の推進 

人生を送るため、生涯にわたって学ぶことのできる学習

とともに、各種学習情報の提供に努めます。 

また、市民の自主的な講座や教室の開催を支援するなど、学習機会の拡充を

さらに、社会人が趣味の領域を越えて、職業能力等を磨くために、再び学校

と継承 

術に接することや自らが文化・芸術活動に参加することは、

援、促進します。 

なる施設の充実を図ります。 

さらに、各地区に残っている有形無形の歴史的資料や伝統ある文化、芸能、

いでいくため、地区における保存会等の自主的な取り

み、活動等を支援するとともに後継者の育成にも努めます。 

の

 また、特性である自然環境や伝統文化を生かした「ふるさと学習」の推進を

図り、子どもたちに郷土の良さを伝えること

っ

 

す。 

 

（

 

 より豊かで充実した

の場の提供が求められています。 
 このため、さまざまな学習ニーズに対応するため、地域の高等教育機関等と

連携のもと、生涯学習センターや公民館、市民交流センター等で開講される講

座や学級の充実を図る

 

図ります。 

 

に入学して学ぶリカレント教育を推進します。 

 

（４）文化の育成

 

 優れた文化や芸

ゆとりある人生や豊かな暮らしを送っていく上で欠かせないものとなっていま

す。 

 このため、文化・芸術に対する関心を高め、個性豊かで多様な地域文化の振

興に向けて、文化・芸術活動を支

 また、より多くの市民がさまざまな芸能や音楽、優れた美術品等を鑑賞でき

る機会の提供、拡充に努めるとともに、拠点と

 

祭りなどを後世に受け継

組
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（５）スポーツ・レクリエーションの振興 

 

 スポーツやレクリエーションは健康で生き生きとした生活を送る上で、また、

、気軽にスポーツを楽しむことができる環境づく

、スポーツやレクリエーションの普及や振興を目的として設立された団

等の取り組み、活動を支援していきます。 

図るため、スポーツ教室の開催や指導員の育成、養成

取り組むとともに、全国大会やスポーツイベントなどの誘致に努め、より高

リエーション振興策として、地域に密着し

く、地域住 

経済、産業活動、教育、スポーツなど、さまざまな分野で国際化が急速に進

表されるように、国際社会の一員として役割を果た

ことも求められています。 

し、国際化に対応したまちづくりを進めます。 

す。 

青少年にとっては心や身体の発達を図る上で、重要な役割を果たしています。 

 このため、スポーツ・レクリエーションの施設等の整備、充実を図り、だれ

もが、自分の生活にあわせて

りに努めます。 

また

体

 さらに、普及、啓発を

に

いレベルの競技を観る機会等を提供していきます。 

 このほか、新たなスポーツ・レク

た「総合型地域スポーツクラブ」の設立等について支援します。 

 

※総合型地域スポーツクラブ…各地域でそれぞれ育み、発展させていくスポーツクラブ。「私益」ではな

              民に開かれた「公益」を目指した、経営意識を有する非営利的組織。 

 

（６）国際化への対応 

 

 

展しており、環境問題に代

す

 このため、姉妹都市との交流や、市内在住の外国人との交流、市民団体によ

る国際交流、企業や商工会議所等の経済交流など、さまざまな分野で国際交流

を推進

 また、国際感覚の醸成や国際感覚豊かな人材の育成に努めるとともに、市民

レベルで展開されている自主的な交流活動を支援しま

 さらに、国際協力について検討していきます。 
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目標２ 快適に暮らせるまちづくり 

 

 私たちが元気で輝いているためには、住み慣れた地域の中で、快適な生活を

送れることが大切です。 

 このため、時代に合った豊かな暮らしの実現を目指し、都市基盤や情報基盤、

生活環境基盤の整備に努めるとともに、快適な生活を子どもたちに受け継ぐこ

と

また、快適で潤いのある

道路については、日常生活の利便性と安全性を高めるための交通基盤の整備

 

港湾については、徳山下松港が新たにリサイクルポートの指定を受け、動脈、

大いに期待されていることから、さらに港湾機能の充

を図ります。また、気軽に集い、憩い、楽しめる潤いのある空間づくりに努

せないものです。このため、効率的な交通体系

を担っていることから、

域の解消に努めるとともに、

朽化した施設の更新等を計画的に進めます。 

 

リサイクルポート…総合静脈物流拠点港。広域的なリサイクル施設の立地に対応した、静脈物流ネットワークの拠 

 点となる港湾のこと。 

ができるように、地球環境にやさしいまちづくりを進めます。 

 

（１）都市基盤の整備・充実 

 

 市域の活性化や各地域の一体的な振興を図るため、

生活を確保するために道路や公園、上下水道などの都市基盤の整備を計画的に

すすめていきます。 

 

に重点を置くとともに、他都市との連携や交流をより活発化させるため、広域

的なネットワークの機能を果たす幹線道路の整備の促進に努めます。

静脈の物流の拠点として

実

めます。 

 公共交通機関は、日常生活の足や都市活動の基盤として、また、地域間の活

発な交流を促進するために欠か

の整備・充実を促進し、利用者の利便性や快適性の向上を図ります。 

公園については、周辺住民の憩いの場としてコミュニティ活動の拠点として、

あるいは災害時における避難場所など、さまざまな役割

機能の充実、適正配置を図ります。また、公園に限らず、計画的な緑化を図り、

快適な環境づくりを推進します。 

上下水道については、給水区域の拡張や未整備区

老

※
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（２）循環型社会の構築と自然環境の保全 

 

 豊かな自然はかけがえのない財産であり、快適な生活を送っていく上で、欠

子どもたちに残していくことは、我々の使命でもあ

どに取り組

、環境負荷の少ない循環型社会の実現を図るとともに、自然環境の保全に努

さらに、環境に対する正しい理解と意識の啓発が基本であることから、環境

業を推進します。 

情報化への対応 

、必要

と

報化を一層推進していくとともに、多様化

す

り、電子自治体「周南市」を

目指します。 

とともに、個人情報の保護の観点から、セキュリティ対策に取り組んでいきま

。 

セキュリティ…安全。防犯。悪意を持った侵入から大切な情報等を盗み取られることを防ぐこと。 

かすことのできないものです。 

 また、この豊かな自然を

ります。 

 このため、市民、事業者、行政が連携して、ごみの減量化や、分別収集等に

よるリサイクルの推進、省エネルギー対策、新エネルギーの導入な

み

めます。 

 

学習の充実に努めます。 

 一方、一般廃棄物、産業廃棄物の広域最終処分場の確保を図るために計画さ

れている、海面埋立事

 環境問題は人類がいっしょになって取り組まなければならない大きな問題で

す。この問題に積極的に取り組み、人と自然が共生する社会の実現を目指しま

す。また、増加が著しいごみ等の不法投棄の防止に努めます。 

 

※新エネルギー…太陽光発電、風力発電、廃棄物発電など。 

 

（３）高度

 

 飛躍的な情報処理技術や通信技術等の進歩によって、日常生活や産業活動は

あらゆる面で大きく変貌を遂げ、だれもが、情報通信機器等を活用して

する情報を必要なときに容易に入手できるとともに、さまざまなサービスを

手軽に受けることが可能となりました。 

 こうした利点を広く享受できるように、ケーブルテレビをはじめとする情報

通信基盤の整備等に努め、地域の情

る市民ニーズに応えて、質の高い行政サービスを迅速に提供していくため、

行政のさまざまな分野において業務の電子化を図

 また、情報化施策の実施にあたっては、情報格差が生じないように配慮する

す

 

※
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目標３ 安心して生活できるまちづくり 

 

 私たちが元気で輝いているためには、市民がそれぞれの地域の中で、安心・

、人とのふれあいや関わり合いの中で、日々の生活を送ることので

制を整備し、安全で災害に強いまちづくりを進めます。 

や友人に囲まれながら、明るく健康

 齢者福祉においては、高齢者が長年慣れ親しんできた地域において家族と

の推進を図るとともに、必要な施設

ービスの充実にも努めます。 

経験、技能など多様な能力を発揮し、

会を目指して、ボランティア活動や地

域活動など社会参加のための環境づくりに取り組みます。 

たちを安心して育てることができる

康保険や介護保険、国民年金、福祉医療、生活保護などの社会

ランティア活動やＮＰＯ活動などの取り組みを支援していきます。 

また、公共施設の整備改修等においては、誰もが安心して利用できるユニバ

 

安全な生活を営めることが大切です。 

 このため

きるコミュニティ社会の構築に努めるとともに、今の生活や将来に不安を感じ

ることなく、安心して過ごせるように、保健、福祉、医療の充実を図ります。 

また、大切な生命や財産をさまざまな危険から守ることができるように、防

犯・防災体

 

（１）福祉の充実 

 

 すべての市民が住み慣れた地域で、家族

的な生活が送れるように、ノーマライゼーションの理念のもと、高齢者、障害

者、児童それぞれの福祉の推進に取り組むとともに、保健や医療との相互の連

携を図ることで効果的な施策の展開を図っていきます。 

高

ともに生活できるように、在宅福祉の一層

サ

 また、高齢者が長年培ってきた知識や

いつまでも元気に活躍できる生涯現役社

 障害者福祉においては、自立と社会参加を促進するため、市民の理解と協力

を得ながら、地域社会の中で、生き甲斐を持って安心して生活ができるように

支援するとともに、さまざまなサービスの充実を図ります。 

 児童福祉については、次代を担う子ども

ように、社会全体での子育て支援体制を整えていくとともに、子育ての負担感

を軽減するための諸施策の充実・強化に努め、私たちの共通の宝物である子ど

もたちが心身ともにたくましく健全な成長を遂げていける環境づくりに努めま

す。 

 また、国民健

保障制度を維持し、安定的な暮らしに努めます。 

このほか、市民相互の信頼と共助に基づいた地域福祉活動を推進していくた

め、ボ

 

ーサルデザインの考えに基づいて推進します。 
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※ノーマライゼーション…障害を持つ人も、持たない人も、地域の中で生きる社

            考え。 

会こそ当たり前の社会であるという 

ユニバーサルデザイン…障害の有無や年齢、性別、国籍にかかわらず、誰もが使いやすい施設、製品等のデザインの

こと。誰もがまちづくりに参加し易いという意味。 

こ

ちづくり

推進など、さまざまな問題や課題に対応し明るい地域社会を形成していくた

が一体となって、まちづくりに取り組んでいくことが求め

れています。 

強化を図るため、各コミュニティの交流、ネ

ります。 

予防の一層の促進を図ります。 

※

 

（２）コミュニティ基盤の整備・推進 

 

 「私たちが輝く元気発信都市」として大きく飛躍していくためには、これま

でに養い、培ってきた特性を生かしつつ、各地域が自立的な発展を遂げていく

とが重要なことです。 

 また、超高齢少子社会への対応や青少年の健全育成、災害に強いま

の

めには、地域と行政

ら

 この役割を担うと期待されているのが、各地区において、地域に根ざした取

り組みを展開しているコミュニティ組織です。 

 このため、コミュニティ活動の一層の促進に向け、各コミュニティの自主的

な取り組みを積極的に支援するとともに、活動の拠点としてコミュニティ集会

所、公民館等の充実や公共の遊休施設の有効利用に努めます。 

 また、コミュニティ組織の基盤

ットワーク化を推進します。 

 

（３）健康づくりの推進と医療体制の充実 

 

 快適な暮らしを送っていく上で、健康は非常に重要な要素であり、健康に対

する関心はますます高まっております。 

 このため、「健康づくり計画」に基づき、地域、関係団体、職域、行政が連携、

共同して市民の自主的、主体的な健康づくりを応援することで、健康増進を目

的とした一次予防の推進を図ります。 

 一方、依然、がんや心臓病及び糖尿病などの生活習慣病は、年々増加する傾

向にあ

 このため、生活習慣の改善に向けて、啓発活動や指導、相談体制の充実、健

康教室の開催等に努めるとともに、疾病の早期発見に向けて、健診などの二次

 さらに、こうした取り組みをより効果的なものとするために、市民病院の充

実や他の医療機関等との連携を強化するとともに、高度な医療が受診できるよ

うに、地域医療の充実に努めます。 
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（４）安全で災害に強いまちづくりの推進 

 

 犯罪が多様化、凶悪化、低年齢化する傾向にあることから、市民生活の安全

を確保するため、関係機関・団体と連携を図り、暴力追放と犯罪防止活動を推

また、交通安全の環境を整え、交通安全意識の浸透を図ります。 

ど、安心して暮らせる災害に強いまちづくりを推進

進します。 

 

 災害に対しては、「周南市地域防災計画」などに基づいて、災害時に迅速な対

応ができるように、関係機関、関係団体、地域との協力体制を築くとともに、

防災行動力の向上を図るな

していきます。 

 また、地域における自主防災組織の育成、支援に努めるとともに、災害時に

救助活動等で大きな力を発揮する、市民グループや災害ボランティア等の育成

を図ります。 

 さらに、さまざまな機会を通じて、市民の防犯、防災に対する意識の高揚に

も努めます。 

 

 

目標４ 生き生きと活躍できるまちづくり 

 

 私たちが元気で輝いているためには、一人ひとりが生き生きと活躍できるこ

このため、生き生きと誇りを持って活躍できるように、都市の活力の源であ

を享受でき、人と人との交流が楽し

業によるサービス。 

の活性化・高次都市機能の集積 

ライフスタイルの変化、また、郊外型大型店

とが大切です。 

 

る産業の振興や新たな企業の誘致等に努めるとともに、高次都市機能の集積等

を図ることで、さまざまな都市的サービス

めるまちづくりを進めます。 

 

※都市的サービス…金融・情報・サービス業などの都市型産

 

（１）中心市街地

 

 本市の顔、玄関口として期待されるＪＲ徳山駅周辺を中心とする中心市街地

は、モータリゼーションの進展や

の進出等により、空洞化が進んでおり、市域だけでなく周南地域全体への影響

も懸念されています。 
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 こうしたことから、都市のグレードアップを図るために、駅南やウォーター

ロントを含めた徳山駅周辺の整備事業に取り組み、本市の顔にふさわしい高

設」の誘致を推進します。 

は優れた産業基盤等を背景に、石油化学コンビナートが立地

不可欠です。 

対応型コンビナート特区」の認定を平成１５年（２００３年）

受けました。 
また、これに続き、特定重要港湾である徳山下松港がリサイクルポートの指

 

出に適した企業力が認められたものであり、これらを契機に、工業の振興、

を担う中小企業については、産・学・官の連携のもと、コー

農業については、農産物の輸入自由化の拡大や、農業従事者の高齢化、担い

農作物の不作など、取

巻く環境は大変厳しいものがあります。 

基盤の近代化や農産物の産

化、特産化の促進等による安定化に取り組むほか、農村における生活環境の

物の供給に努めます。 

フ

次都市機能の集積を図ることで、賑わいの場の創出や交流の促進に努めます。 

 また、その中核施設として山口県において周南地域に計画されている「新た

な交流拠点施

 

（２）産業の振興 

 

① 工業・中小企業 

 これまで、本市

し石油や化学、鉄鋼などの基礎素材型産業を中心に、発展を遂げてきました。 
 今後、さらに大きく飛躍するためには、地域の原動力として発展を支えてき

た工業の振興が

 こうした中、石油化学コンビナートを中心とする一帯が構造改革特別区域法

に基づく、「環境

に

 

定を受けています。

このことは、石油化学コンビナートの持つ高い技術力や能力や環境関連産業

創

新規産業の育成に努めていきます。 
地域発展の一翼

ディネーター等による指導・相談業務体制や融資制度の充実、強化を図り、事

業者等が取り組む新しい技術や製品の開発、情報化などを支援します。 

  
② 農業 

手の不足、加えて、冷夏に代表される異常気象等による

り

 このため、生産基盤の充実に努めるとともに、経営

地

改善を図ります。 
 また、農産物の安定的な需要を確保するために、地域で収穫された農作物を

地域で消費する地産地消の促進や食育の普及・啓発を図るとともに、消費者に

とって安心で安全な農産
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 さらに、担い手の確保、農地の荒廃防止や農業に対する理解を深めるための

都市と農村の交流事業等に取り組みます。 
 
※地産地消…地域で生産された産物を地域で消費すること。また、地域で必要とする産物は地域で生産すること。 

※食育…食について考える習慣を身につけ、自分に必要な食品を自ら選択できる力を養うこと。 

林業については、生産性を高めるとともに森林の持つ水源かん養や国土保全

止など、多面的機能の発揮に向けて間伐等の適切な保育

す。  

は、漁業経営の安定化を進めるため、後継者の確保・育成や

“とくやまのふく”に代表される水産物のブランド化に

努

 

 

め、

店街や市民、企業、行政が連携して、空き店舗対策や、賑わいの創出のた

事業の実施に努めます。 

主的、主体的な取り組みや活動を

誘致 

。 

 
③ 林業 
 

機能、地球温暖化の防

施業の促進を図り、計画的な森林づくりに努めます。 
 また、林業経営の安定化に向け、経営規模の拡大につながる施業の受委託や

担い手の育成に努めるほか、林道等の基盤整備を進め、地産地消を基本とした

木材の需要拡大の推進を図りま

 

④ 水産業 

 水産業について

漁礁の設置、稚魚の放流等に努め、「獲る漁業」から「育てる漁業」への転換を

図っていくとともに、

めていきます。  

また、消費者や流通市場の需要に対応した水産物の供給等を図るため、公設

水産物市場の整備、充実を進めます。

 

⑤ 商業  

商業については、魅力ある商店街への再生に向けて、商工会議所をはじ

各商

めのソフト

特に、ＪＲ徳山駅周辺の商店街については、駅周辺整備と一体となった施策

の推進を図ります。 

 また、活性化に向けた商店街や商店主の自

支援するほか、地域に密着した商業活動の振興にも努めます。 
  

⑥ 新産業及び企業

 既存産業の維持・発展や新たな事業展開等が想定される環境関連産業の促進

を図る中で、均衡のとれた産業構造への転換、新産業の創出に努めるとともに、

起業を目指す若者や女性などへの支援に努めます
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 また、平成１６年（２００４年）に施行した企業誘致等の支援制度に基づき、

本市の優位性や潜在能力をさらに生かし、関係機関との連携を図りながら、企

誘致に積極的に取り組み、地域の産業の活性化及び雇用の創出に努めます。 

内外に誇れる多くの景勝地や行楽地、温泉などの観光地があるとと

する上で、また、交流

また、ライフスタイルの変化等に伴って、「観る観光」から「体験する観光・

光」への志向が移りつつあり、このようなニーズに応えるための

 

目標５ ともに築いていくまちづくり 

業

 
（３）観光の振興 

 

 本市には

もに、四季を通じて地域の特性、特色、伝統を生かしたさまざまな祭りやイベ

ント等が実施、開催されています。 

 これらの観光地や祭り、イベントは、内外に情報発信

人口の増大につながるなど、地域に活力をもたらす重要な資源です。 

 このため、観光施設の整備、充実に努めるとともに、観光客誘致のための宣

伝強化を図ります。 

体験できる観

施策の展開も図っていきます。 
祭りやイベントについては、その継承に努める一方、全国に情報発信できる

魅力あるものとしていきます。 

 

 

 

ょになってさまざまな問題に取り組むこ

と

か、コミュニティ活動やボランティア活動、ＮＰＯ活動

まちづくりへの市民参画 

社会の創造を図っていく

めには、市民本位のまちづくりを市民とともに展開していくことが必要です。 

私たちが元気で輝いているためには、ともにまちを築いていくことができる

環境づくりが大切です。 

 このため、お互いを尊重し、いっし

のできる社会の実現を目指すとともに、市民と行政の協働のための新たなし

くみづくりに努めるほ

などを積極的に支援し、多くの人材が育つまちづくりを進めます。 

 

（１）

 

 平成１２年（２００２年）に地方分権一括法が施行され、今後はそれぞれの

地域が自主的、主体的にまちづくりに取り組んでいかなければなりません。 

 こうした中、真にゆとりと豊かさを実感できる地域

た
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本市では市民と行政とのパートナーシップによるまちづくりを施策展開の基

本として、市民との協働、市民参画によるまちづくりを積極的に推進し、一人

ひとりが輝き、主役となる「私たちが輝く周南市」の実現を図ります。 

 また、新しい市民参画型のシステムづくりに取り組むとともに、情報公開を

報の共有を図り、市民がまちづくりに参画しやすい環境づ

りに努めます。 

いきま

、地域コミュニティを大切にし、地域活動のリーダーを

養

社会の実現 

 

人ひとりが生き生きと活躍できる地域づくり

総合的かつ効果的に進めていくには、すべての人が持つ普遍的権利である基

的人権が尊重される社会の実現が必要です。 

また、平成１６年（２００４年）に施行した「男女共同参画推進条例」に沿

普及や条件整備、環境づくりに努め、男女がともに

積極的に推進し、情

く

 一方、ライフスタイルや住民ニーズの多様化等によって、ボランティア活動

やＮＰＯ、あるいは、まちづくり活動などの自主的・主体的な取り組みが進ん

でいます。 

 このような活動を支援するとともに、自主的・主体的な活動が市民の間に幅

広く展開されるように、市民のまちづくりに対する意識の高揚を図って

す。また、市民が集い活動できる拠点づくりなどの環境整備に努めます。 

地域活動においては

成します。 

 

（２）人権の尊重と男女共同参画

 子どもから高齢者まで、市民一

を

本

 このため、人権教育・人権啓発を推進し、相談・支援体制の充実を図るとと

もに、行政分野全般で人権を尊重した事業、施策の展開に努めます。 

 

って、家庭、職場など、さまざまな場所、分野で男女の共同参画が図れるよう

に、男女平等意識の啓発・

責任を担う社会の実現を図ります。 
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第６章 主要プロジェクト 

づくりに関心を持てる環境を整えることが大切であるとと

を担う人材が多く育つことで、都市（まち）は活力に満ち、輝き

と

 

 

 市民が輝き、市民が主役のまちづくりを進めていくためには、情報の共有化

を図り、市民がまち

もに、人材を発掘、育成し、そして参画できる機会を提供していくことが重要

です。 

 まちづくり

を増していきます。 

 

 『私たちが輝く元気発信都市 周南』の実現を図るため、施策全般を通じ「ひ

（市民）」を基本とした４つの「輝きプロジェクト」を設け、推進していきま

す。 

 

 

 

ひと・輝きプロジェクト 

 

 

【１ 子どもが健やかに育ち活躍できるまちプロジェクト】 

 

 

【２ 生きる力を学ぶことのできるまちプロジェクト】 

 

 

【３ 個性的なライフスタイルを応援するまちプロジェクト】 

 

 

【４ みんなでつくるまちプロジェクト】 

 

 

 

 

 

36 



 

１ 子どもが健やかに育ち活躍できるまちプロジェクト 

子どもが地域の中で、健やかに元気に育ち活躍できるまちづくりを推進しま

でいきます。 

の子どもの笑顔で満たされるように、子育てを家庭と地

がともに支え合うしくみづくりを行います。 

・ 地域の子育て力の向上 

・ 子育て支援の充実 

・ 若者の定住促進（新企業の創出及び企業誘致の推進） 

２ 生きる力を学ぶことのできるまちプロジェクト 

や技術を学び、

きる力を養うことのできるまちづくりを推進します。 
人生のいろいろなステージにおいて、自分たちのライフスタイルにあわせて

ことのできる生涯学

都市の創造を目指します。 

・ 地域産業と連携したインターンシップの拡充 

・ リカレント教育の推進 

・ 出前講座の拡充 

・ 生涯学習施設の整備、充実 

・ 子どものためのふるさと学習の充実 

ップ…在学中に職場体験を行うこと。 

育…職業を有する社会人のために、高度で専門的な職業能力面の再教育をいう。 

 
 

す。 
 子どもは周南市の将来を担う市民共通の大切な宝物です。この大切な宝物「周

南っ子」がここで育ち、大きくはばたけるように、青少年の健全育成に向けて

取り組ん

また、定住し、活躍することのできる場の提供等に努めます。 
 さらに、本市が多く

域

 

・ 青少年健全育成プランの策定 

・ 子どもサポートプランの推進 

 

 

 子どもから高齢者まで、すべての市民が生涯にわたって知識

生

 

教養を高め、職業にかかわる知識を身につけ、能力を磨く

習

 

・ 生涯学習推進計画の策定 

・ 高等教育機関等との連携による市民開放講座の充実 

 

※インターンシ

※リカレント教
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３ 個性的なライフスタイルを応援するまちプロジェクト 

社会を迎えて、物の豊かさから心の豊かさを追求するようになり、これ

フスタイルが実現できるように、一人ひとりを応援す

る

・ スポーツ・レクリエーションの振興 

造 

け入れ体制の整備 

 

※ＵＪＩターン…Ｕターンは都市等に就学・就職していた人がふるさとで就職すること。Ｊターンは、ふるさとの近   

 

 

る都市（まち）が元気で輝いているこ

が必要です。 
 齢者まで、一人でも多くの市民がまちづくりに

参加し、みんなでともに築いていくことが大切です。 
 子社会への対応など、さまざまな課題に、年齢や

性 りに参加していると

いう実感と、市民と市民の間に強い絆が生まれ、まちへの愛着と誇りになって

く

 ンティア団体、ＮＰＯなどが、さま

まな取り組みを展開していますが、こうした自主的、主体的な活動がまちづ

、活動を通じて、多くの人材が発掘され、

 

 個性的な生き方を応援するまちづくりを推進します。 
 成熟

にともなって、市民の価値観も多様化し、さまざまな生き方が志向されるよう

になりました。 
 こうした個性的なライ

まちづくりを推進します。 
 

・ 文化・芸術活動の支援 

・ 国際交流事業の推進 

・ 起業者の支援 

・ 市民参加型イベントの創

・ ＵＪＩターン者の受

・ アドバイザー派遣事業 

くで就職すること。Ｉターンは都市出身者が地方圏に就職・転職すること。

４ みんなでつくるまちプロジェクト 

 

 みんなでつくるまちづくりを推進します。 
 豊かな未来を築くためには、住んでい

と

このためには、子どもから高

地球環境の問題や超高齢少

別に関係なく、ともに取り組んでいくことで、まちづく

るものと考えられます。 
現在、多くのまちづくりグループやボラ

ざ

くりへ参画する一つのきっかけであり

育っていきます。 
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 み ため、市民活動の促進を図っていきま

す。

んなでつくるまちづくりを推進する

 

推進 

・ 生涯現役社会づくり事業の推進（高齢者、退職者の知識、技術の活用） 

 

りの推進 

 

地域 が互いにあたたかい心で見守り、支えあい、協力し合い、誰もが住み慣れた地域で安 

みのこと。 

 

 

・ 市民参画の推進 

・ まちづくりアイデアの募集 

・ まちづくりリーダーの養成 

・ 情報公開の

・ 市民活動の促進 

・ 男女共同参画の推進 

・ 地域ケアシステムの確立

・ ユニバーサルデザインによるまちづく

ケアシステム…地域の方々

心して暮らせる地域社会のしく
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第７章 推進方策 

 

施策、事業を効果的に、確実に、そして着実に推進し

ていくため、以下の事柄について積極的に取り組んでいきます。 

 

 

１ 行財政改革の推進 

 

 基盤等のメリットがまちづくり全般に及び、施

策 地方自治の基本原則であ

“最少の経費で最大の効果”が得られるように、市民と協働してさらに行財

 このため、 改革を積極的に推進し、財政運営

健全化、行政体制の効率化、組織・人事の活性化等に努めます。 

 また、多様化する市民ニーズに迅速に対応していくため、積極的に経営感覚

の導入を行うとともに、職員の意識改革を図るなど、市役所の構造改革に取り

組んでいきます。 

 

 

 

２ 情報公開の推進 

 

行政に対する市民の理解や信頼を深めて、開かれた行政を推進するためには

情報の公開が不可欠です。 

また、市民が必要とする情報がいつでも適切に得られるように、個人情報の

保護に留意しつつ、情報の公開に一層取り組むとともに、積極的に情報を提供

することにより、市民に対する行政の説明責任を果たすことが必要です。 

このため、さらに情報公開制度を充実し、積極的な情報提供により、行政の

諸活動を市民に説明する責務を果たし、透明で開かれた行政運営を推進します。 

 

 

この総合計画に掲げる

合併により充実された行財政

、事業の効果的な展開に結びついていくためには、

る

政運営の効率化やスリム化に努めていかなければなりません。 

行政改革大綱に基づいて、行政

の
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３ 中核都市づくりの推進 

一体の改革など、地方分権が一層本格化する時代の流れの中で、基礎的

自

いくために

、これまで以上の行財政基盤の充実を図る必要があることから、中核都市づ

りを推進します。 

地域の独自性を確立し、競争に生き残り、

に、広域合併の推進に取り組み、中核

市の形成を図ります。 

４ 新市建設計画の推進 

画において、新市の速やかな発展を誘導する中核事業とし

位置づけられている「２１のリーディングプロジェクト」については、引き

き事業の推進を図るとともに、事業展開に向けて取り組みを進めていきます。 

三位

治体である市町村が自立した自治組織として、地域の実情に沿って、多様化

する市民ニーズに応えながら、きめ細かな行政サービスを提供して

は

く

 また、周南地域が分権社会の中で、

新たな活力ある社会を創造していくため

都

 

 

 

 

平成１４年（２００２年）に徳山市・新南陽市・熊毛町・鹿野町合併協議会

が策定した新市建設計画との整合性を確保し、まちづくりを進めていきます。 

また、新市建設計

て

続
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